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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成20年11月13日(2008.11.13)

【公表番号】特表2008-514427(P2008-514427A)
【公表日】平成20年5月8日(2008.5.8)
【年通号数】公開・登録公報2008-018
【出願番号】特願2007-534814(P2007-534814)
【国際特許分類】
   Ｃ０２Ｆ   1/28     (2006.01)
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   Ｃ０２Ｆ   1/44     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成20年9月29日(2008.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１ハウジングと；
　第２ハウジングと、
　前記第１ハウジングに作動可能に配置される流れ指示受取装置および前記第２ハウジン
グに作動可能に配置される流れ指示通知装置を有する電気部品と；
　入口および出口を有し、前記第２ハウジングに作動可能に配置される圧力容器と、前記
圧力容器が、各々が前記第２ハウジングに作動可能に配置される少なくとも２つの異なる
ろ材部品を備え；
　前記圧力容器の前記入口に流体供給源を作動可能に接続する配管部品と；
　前記圧力容器の前記出口に前記圧力容器を作動可能に接続する少なくとも１つのろ過流
体送出構造体と；
を具備する、流体ろ過システム。
【請求項２】
　設置されたろ材カートリッジを取り外すために必要な解体力を低減する装置であって、
　オーリングシールを備える封止エンド・キャップと、
　ハンドルと、
　前記ハンドルとは別個であるが前記ハンドルに作動可能に接続され、前記オーリングシ
ールが回転せずに分離するように前記ろ材カートリッジを取り外すための旋回継手と、
を具備し、
　前記ろ材カートリッジを取り外すために必要な２つの力成分が、並進力成分まで有効に
低減される、装置。
【請求項３】
　液体ろ過システムで使用される圧力容器であって、
　　第１ろ材カートリッジを入れるための第１中空領域、および第２ろ材カートリッジを
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取外し可能に受容するための前記第１中空領域の内側の第２中空領域を備える第１圧力要
素と、
　開放端を備えると共に、前記第２ろ材カートリッジを前記第１ろ材カートリッジの内側
に作動可能に取外し可能に配置する構造を備える第２圧力要素と、
を具備し、
　前記第１圧力要素および前記第２圧力要素が、作動可能に接続される、圧力容器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　ろ材を交換するために必要な解体（ｂｒｅａｋｏｕｔ）力を低減するために機械的利点
を提供するハンドル
　本開示の別の新しく、一意で革新的な特徴は、センタ・コア・アセンブリ１３２のろ材
カートリッジを取り外しかつ交換するために必要な解体力を低減するために、オーリング
シールを回転せずに分離するように構成されるハンドル１６０構造を備える。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　除去される汚染物質の量に関連するいくつかのフィルタ性能使用を満足させるために、
センタ・コア・アセンブリ１３２のろ材カートリッジの１つの代表的な実施形態は、５．
７１５センチメートル（２．２５インチ）外径が必要であった。かかる寸法の外形は、圧
力容器５６の上部の開口１１２の直径が幾分かより大きいことが必要であったことを意味
する。オーリングシール領域の直径が増大するにしたがい、オーリングシールをそれらの
閉鎖動作位置から解体するために必要な力も増大することが知られている。同様に既知で
あるように、オーリングシールが閉鎖動作位置に長く留まるほど、封止を閉鎖動作位置か
ら解体するために必要な力が増大する。このため、封止直径には、手により解体力を越え
ることはもはや可能ではなく、オーリングシールを解体するために十分な力を提供するた
めにたとえばレンチ等の追加の力が必要である、有限の限界がある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　他の従来のカウンタトップ水ろ過装置を開発し導入する間に、電子部品６６を圧力容器
５６と同じ位置に収容することにより、結露がプリント回路基板７０（ＰＣＢ）上に蓄積
し電子部品６６を短絡させる可能性があることが観察された。この理由および他の理由の
ため、本開示のカウンタトップ水ろ過システム５０は、電子部品６６を上部ハウジング５
２に収容し、配管８８部品を下部ハウジング５４に収容する。このように、電子部品６６
は、あり得る結露、およびたとえば短絡等、電子部品６６を誤動作させる可能性のある他
の環境因子から隔離される。この目的を達成するために、流れ検知送出部品６７および突
起７４内に収容される流れ検知受取部品６９が、システム５０の別個のハウジング部品内
に収容されるように設計された。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書



(3) JP 2008-514427 A5 2008.11.13

【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　通常、従来のカウンタトップシステムを設計する時、フロースイッチは単一部品であっ
た。既知であるように、２つの部品が典型的な従来の単一部品フロースイッチを構成する
。１つの部品は、流れ検知送出部品６７と、通常フローチャンバ８１内に存在する磁石８
２と、を備える。流れが発生すると、磁石８２は流れの方向に変位する。この変位により
、磁石の磁界が流れ検知受取部品６９およびリードスイッチ８０に近接する。リードスイ
ッチ８０は磁界を検知し、電子回路を完成するように閉鎖する。フロースイッチに使用さ
れる典型的な磁石は比較的弱いため、リードスイッチ８０は、磁石８２に非常に近接して
配置される必要がある。そのように近接して配置される必要があることは、フロースイッ
チが従来から単一部品として販売されてきた主な理由である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　プリーツ付きメンブランろ材カートリッジ（２つのカートリッジの大きい方）を箱から
取り外す。カーボンフィルタカートリッジ１１０を箱から取り外し、カーボンフィルタカ
ートリッジをプリーツ付きメンブランろ材カートリッジ１０６の中心部分に挿入する。図
２４Ａおよび図２４Ｂに最もよく示すように、カーボンフィルタカートリッジをプリーツ
付きメンブランろ材カートリッジ内にまで下方に完全に挿入し、カーボンブロックろ材カ
ートリッジハンドル１６０を停止するまで右に完全に回転させる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　図２５Ａ乃至図２５Ｃに最もよく示すように、第１に下部ハウジング５４のホースを妨
げるものがないことを確実にし、第２に、圧力容器５６が多部品カウンタトップ水ろ過シ
ステム５０の下部ハウジング５４に完全に嵌合することができるように、下部ハウジング
５４の２つの垂直リブを下部ハウジング５４の開口の切欠きと位置合せし、その後、シス
テム圧力容器５６を構成する組み立てられた２つのフィルタアセンブリを、多部品カウン
タトップ水ろ過システム５０の下部ハウジング５４内に挿入する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　次に、図２６Ａ、図２６Ｂおよび図３０に最もよく示すように、２つのホースの長い方
を手に取り、それを組み立てられた圧力容器５６の側面の周囲に通し、組み立てられた圧
力容器５６の他方の側面の入口１１６取付部品の上にエンドコネクタをスナップ留めする
。そして、ホースを残りの取付部品の基部の円形切欠き内に押し込む。短い方のホースを
残りの出口１２８取付部品の上にスナップ留めする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　次に、図３９Ａおよび図３９Ｂに示すように、内側すなわち第１カーボンブロックフィ
ルタカートリッジで開始するフィルタを交換するために使用される手続きについて論じる
。フィルタシンボル１が赤色で点滅している時、それは、図３６Ｂに示すように、内側カ
ーボンフィルタカートリッジの交換が必要であることを示す。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　初期設置中のように、切換弁９８がろ過流に設定され、切り換えられた流れが予想され
るより低速であるように見えるか、または切換弁から水が流れていない場合、プリーツ付
きメンブランろ材カートリッジフィルタハウジングに空気が閉じ込められている可能性が
ある。上述したように、この問題を解決するために、入ってくる冷水流がオンであり、か
つ切換弁がろ過水に設定されていることを確実にする。図４１に最もよく示すように、圧
力容器５６の側面の赤色の圧力逃し弁１３１ボタンを見つけ、水が切換弁９８から流れ始
めるまでボタンを押す。これが発生すると、それは、閉じ込められた空気が圧力容器５６
から排気され、圧力容器５６が水で充填されていることを示す。この時、ろ過水は、切換
弁９８から正常に流れるはずである。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　初期設置中のように、切換弁９８がろ過流に設定され、切り換えられた流れが予測され
るより低速であるように見え、または切換弁９８から水が流れていない場合、プリーツ付
きメンブランろ材カートリッジフィルタハウジングに空気が閉じ込められている可能性が
ある。上述したように、この問題を解決するために、入ってくる冷水流がオンであり、切
換弁がろ過水に設定されていることを確実にする。圧力容器５６の側面の赤色の圧力逃し
弁１３１を見つけ、水が切換弁９８から流れ始めるまでボタンを押す。これが発生する時
、それは、閉じ込められた空気が圧力容器５６から排気され、圧力容器５６に水が充填し
ていることを示す。この時、ろ過水は切換弁９８から正常に流れるはずである。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９８】
　再び図６および図７を参照すると、ろ過水は、磁石８２を収容する部品６７を通過した
後、管９６を介して下部ハウジング５４を出て、最終的に、ろ過水出口１７０を介して切
換弁９８を出る。流れ検知送出部品６７は従来のものであり、上部ハウジング１９０、下
部ハウジング１９２、磁石８２、バネ１９４、バネ受けワッシャ１９６、フローワッシャ
１９８、フローワッシャシート２００および計測ピストン２０２を備える。この流れ検知
送出部品は、当業者には既知であるように、流れ検知受取部品とともに従来のように動作
する。
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【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０１】
【図１】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの代表的な組立分解斜視図である
。
【図２】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過の代表的な上部ハウジングの組立分解斜視
図である。
【図３】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの代表的なシステムモニタの組立
分解斜視図である。
【図４】図３の代表的なシステムモニタで利用される代表的な回路基板の斜視図である。
【図５】図３の代表的なシステムモニタの斜視図である。
【図６】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの下部ハウジングの代表的な部分
の斜視図である。
【図７】代表的な切換弁および関連する管を含む、図６の異なる視点から見た下部ハウジ
ングの代表的な部分の斜視図である。
【図８】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの代表的な圧力容器の平面図であ
る。
【図９】図８の多部品カウンタトップ水ろ過システムの代表的な圧力容器の図８の線９－
９に沿ってすべて取り出された断面図である。
【図１０】図９のものに類似するが圧力容器のろ材カートリッジを分離するセンタコア仕
切り板を含む部分断面図である。
【図１１】図８乃至図１０の圧力容器の上部の斜視図である。
【図１２】図１１の圧力容器の上部の平面図である。
【図１３】図１２の線１３－１３に沿って取り出された代表的な圧力逃し弁の断面図であ
る。
【図１４】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの圧力容器の代表的な内部フィ
ルタカートリッジアセンブリの斜視図である。
【図１５】圧力容器を封止し圧力容器からのろ過水のための経路を提供する、内部フィル
タカートリッジとの相互作用のための代表的な新しくかつ革新的なエンド・キャップの斜
視図である。
【図１６】図１５の代表的なエンド・キャップの平面図である。
【図１７】図１６の線１７－１７に沿って取り出された図１５および図１６のエンド・キ
ャップの断面図である。
【図１８】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの代表的な流れ制御装置／磁石
の平面図である。
【図１９】線１９－１９に沿って取り出された図１８の流れ制御／磁石の断面図である。
【図２０】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムで使用する代表的な電池ボック
スの平面図である。
【図２１】図２０の電池ボックスの斜視図である。
【図２２】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの代表的な上部ハウジングの内
側に配置された電池コンパートメントおよび回路基板ハウジングの部分斜視図である。
【図２３】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの代表的なシステムモニタによ
って表示されるさまざまな段の図である。
【図２４Ａ】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムのプリーツ付きメンブランろ
材カートリッジへのカーボンフィルタカートリッジの挿入を示す。
【図２４Ｂ】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムのプリーツ付きメンブランろ
材カートリッジへのカーボンフィルタカートリッジの挿入を示す。
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【図２５Ａ】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの下部ハウジング内への代表
的な圧力容器の組立てを示す。
【図２５Ｂ】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの下部ハウジング内への代表
的な圧力容器の組立てを示す。
【図２５Ｃ】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの下部ハウジング内への代表
的な圧力容器の組立てを示す。
【図２６Ａ】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの代表的な圧力容器の入口へ
のアセンブリのホーススナップの接続を示す。
【図２６Ｂ】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの代表的な圧力容器の入口へ
のアセンブリのホーススナップの接続を示す。
【図２７】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの代表的な圧力容器の出口の接
続を示す。
【図２８】水道と、本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの代表的な切換弁との
間の代表的な動作可能接続を示す。
【図２９Ａ】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの代表的な下部ハウジングへ
の代表的な上部ハウジングの設置を示す。
【図２９Ｂ】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの代表的な下部ハウジングへ
の代表的な上部ハウジングの設置を示す。
【図３０】未ろ過温水および冷水噴霧を得るために使用される、本開示の多部品カウンタ
トップ水ろ過システムの切換弁の代表的な第１設定を示す。
【図３１】未ろ過温水および冷水流を得るために使用される、本開示の多部品カウンタト
ップ水ろ過システムの切換弁の代表的な第２設定を示す。
【図３２】未ろ過冷水のみを得るために使用される、本開示の多部品カウンタトップ水ろ
過システムの切換弁の代表的な第３設定を示す。
【図３３Ａ】水がシステム内を流れているかまたはテストボタンが押されたことを示し、
かつ本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムのフィルタの各々に残っている容量を
示す、起動状態のシステムモニタの対話式ディスプレイを示す。
【図３３Ｂ】水がシステム内を流れているかまたはテストボタンが押されたことを示し、
かつ本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムのフィルタの各々に残っている容量を
示す、起動状態のシステムモニタの対話式ディスプレイを示す。
【図３４】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの代表的なシステムモニタにお
いておよそ２週間の電池耐用年数が残っていることを示す電池耐用年数インジケータ明滅
を示す。
【図３５Ａ】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムのすべての光が照明されるよ
うに、モニタの下のテストボタンと上部ハウジングの下のリセットボタンとを同時に押す
ことによって代表的なモニタを開始位置にリセットする方法を示す。
【図３５Ｂ】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムのすべての光が照明されるよ
うに、モニタの下のテストボタンと上部ハウジングの下のリセットボタンとを同時に押す
ことによって代表的なモニタを開始位置にリセットする方法を示す。
【図３６Ａ】内部カーボンフィルタの交換が必要であることを示す代表的なモニタにおい
て見える表示を示す。
【図３６Ｂ】内部カーボンフィルタの交換が必要であることを示す代表的なモニタにおい
て見える表示を示す。
【図３７】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの圧力容器からカーボンブロッ
クフィルタカートリッジを取り外す手続きを示す。
【図３８】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの圧力容器からカーボンブロッ
クフィルタカートリッジを取り外す手続きを示す。
【図３９Ａ】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの圧力容器内にカーボンブロ
ックフィルタカートリッジを再挿入する手続きを示す。
【図３９Ｂ】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの圧力容器内にカーボンブロ
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ックフィルタカートリッジを再挿入する手続きを示す。
【図４０Ａ】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの圧力容器へのカーボンブロ
ックフィルタの再挿入後に対話式モニタにおいて見られる表示を示す。
【図４０Ｂ】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムの圧力容器へのカーボンブロ
ックフィルタの再挿入後に対話式モニタにおいて見られる表示を示す。
【図４１】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムのプリーツ付きメンブランろ材
カートリッジの付近において圧力容器内に閉じ込められる可能性のあるすべての空気を取
り除くために圧力逃し弁を利用する手続きを示す。
【図４２Ａ】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムに対してプリーツ付きメンブ
ランろ材カートリッジの交換に対するカウントダウンが開始したことを示すシステムモニ
タにおいて見られる表示を示す。
【図４２Ｂ】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムに対してプリーツ付きメンブ
ランろ材カートリッジの交換に対するカウントダウンが開始したことを示すシステムモニ
タにおいて見られる表示を示す。
【図４３】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムにおいてカーボンフィルタとプ
リーツ付きメンブランろ材カートリッジとの両方の交換が必要であることを示すシステム
モニタにおいて見られる表示を示す。
【図４４Ａ】下部ハウジングにおけるプリーツ付きメンブランろ材カートリッジとカーボ
ンブロックろ材カートリッジとの両方からなる交換圧力容器を下部ハウジングの取外し後
に交換する代表的な手続きを示す。
【図４４Ｂ】下部ハウジングにおけるプリーツ付きメンブランろ材カートリッジとカーボ
ンブロックろ材カートリッジとの両方からなる交換圧力容器を下部ハウジングの取外し後
に交換する代表的な手続きを示す。
【図４４Ｃ】下部ハウジングにおけるプリーツ付きメンブランろ材カートリッジとカーボ
ンブロックろ材カートリッジとの両方からなる交換圧力容器を下部ハウジングの取外し後
に交換する代表的な手続きを示す。
【図４４Ｄ】下部ハウジングにおけるプリーツ付きメンブランろ材カートリッジとカーボ
ンブロックろ材カートリッジとの両方からなる交換圧力容器を下部ハウジングの取外し後
に交換する代表的な手続きを示す。
【図４４Ｅ】下部ハウジングにおけるプリーツ付きメンブランろ材カートリッジとカーボ
ンブロックろ材カートリッジとの両方からなる交換圧力容器を下部ハウジングの取外し後
に交換する代表的な手続きを示す。
【図４４Ｆ】下部ハウジングにおけるプリーツ付きメンブランろ材カートリッジとカーボ
ンブロックろ材カートリッジとの両方からなる交換圧力容器を下部ハウジングの取外し後
に交換する代表的な手続きを示す。
【図４５Ａ】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムに対し次のシーケンスのため
の正確なカウントダウンを保証するために対話式表示をリセットする手続きを示す。
【図４５Ｂ】本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムに対し次のシーケンスのため
の正確なカウントダウンを保証するために対話式表示をリセットする手続きを示す。
【図４６】切換弁が本開示の多部品カウンタトップ水ろ過システムのろ過水位置に設定さ
れた、システムにおけるカーボン残留物および閉じ込められた気泡をすべて除去するため
の、交換カーボンブラックろ材カートリッジおよび交換プリーツ付きメンブランろ材カー
トリッジの流水洗浄を示す。
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